麦・大豆・そば・なたね　自家加工販売計画書
飼料作物（水田放牧含む）　自家利用計画書

中国四国農政局長　様
東広島市地域農業再生協議会長　様

　自ら生産した次の作物について、加工・販売または、家畜に給与します。
年　　月　　日

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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１　作物の生産計画
	作物名
	生産する圃場の地名・地番
	栽培面積
	収穫予定年月日

	
	一覧表のとおり
	計　　　　　　㎡
	月　　旬

	
	
	
	



２　作物（麦・大豆・そば・なたね）の加工販売計画
	作物名
	商品名
	年間販売予定数量
	主な販売先／販売方法

	
	
	ｋｇ
	／

	
	
	
	／

	
	
	
	／


※商品の販売方法：（自社店頭販売、直売所、インターネット等注文販売等）
※商品の販売先　：（一般消費者、卸・小売店、スーパー等）

３　自給飼料の利用（給与）計画
	飼料の作物名
	利用形態
	利用数量
	利用時期
	経営内容
畜種・頭羽数

	
	
	ｋｇ
	　　年　月　旬～　　年　月　旬
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



※ ６次産業化法（地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進に関する法律）第５条第１項の規定に基づき、総合化事業計画に係る認定を受けた者は、総合化事業計画の写しを添付することにより、本計画書の提出を省略することができます（ただし、数量確認のため下記の添付書類の提出は必要です）。
（数量払申請時の提出書類）
麦及び大豆：「自ら生産した原料農産物」の検査証明書
そば：「自ら生産した原料農産物」の検査証明書又は「自ら生産した原料農産物」の数量が客観的に確認できる資料（製粉会社に製粉を委託した原料の数量及び当該原料から生産された製粉の数量がわかる伝票、ＪＡに乾燥調製を委託した場合は乾燥調製後の数量がわかる伝票など）
なたね：「自ら生産した原料農産物」の数量が客観的に確認できる資料（製油会社に搾油を委託した原料の数量及び当該原料から生産された製油の数量がわかる伝票、ＪＡに乾燥調製を委託した場合は乾燥調製後の数量がわかる伝票など）

（別紙）

生産ほ場の一覧
	生産ほ場の地名・地番
	作付面積
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	作物名（銘柄）
	栽培面積合計
（a）
	単収
（kg/10a）
	収穫予定数量
（kg）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



